
職層別研修　能力向上部門

目標

対象

日数 2日

時間 13:00

科　目　名 時間数

地方財政 13:00

講師

研修所メッセージ

・地方財政は、地方が自立するための重要な課題の一つとなっており、その知識や意識は、部署や役職を問わ
ず、広く自治体職員に求められています。
・新任研修（Ⅰ期）で学ぶ「地方財政制度」の発展的な内容であり、科目内容の理解度やグループ討議の論議レベ
ルを考慮し、５年程度の行政経験を積んでからの受講が望ましいです。
・研修所講師は、元市町村職員です。自らの行政経験を交えて講義しますので、実務に関連させながら、その土
台となる制度や仕組みを学ぶことができます。
・本研修では、講義に加えて、グループ討議やペアワークを行い、地方財政の制度や仕組みに関する知識の定着
を図るとともに、地方公共団体の財政と日々の業務との関わりについて、意見交換を通じて理解を深めます。
・財政部門の担当者向けの研修としては、「財政科」を毎奇数年度に実施しています。

12/9（水）～10（木）

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・財政の役割と機能
・地方財政とは何か
・地方公共団体の収入と支出
・地方公共団体の予算と決算
・地方公共団体の収入と支出の手続
・地方公営企業
・地方財政の現状と健全化への取組

講　　義
演　　習

研修所講師

・漠然と課内の予算にしか目を向けていなかったが、市全体の状況を見る意識を持つことができた。
・自分の日々の業務ばかりを見て、視野が狭かった事に気づかされた。所属している自治体がどのような状況
で、どのような方向へ向かっているのかを知り、そこで自分自身で仕事を通じてできる事を考えようという意識
に変化した。
・所属部署が違うメンバーとグループワークをおこなうことで、各業務経験から生まれる意見を聴くことができ、
勉強になった。
・講義に重点を置いているのだと思うが、少し演習の時間が短いように感じられた。

地方財政

・日々の業務の基礎となる地方財政の制度や仕組みに関する知識の習得を図る。
・地方公共団体の財政状況等への理解を深め、問題意識の醸成を図る。

原則として在職５年程度の職員

研修日程

参加した研修生の声


